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( 2 ) 
家の中心であり，









































れた男性の教師に抵抗をしめしている。 Aは 「ひがんでいた」と自らのべている。 中学時代はその
「ひがみJはも っとつよくなった。高校3年の時，大学進学について両親は明確な指示をあたえなか
った。 (Aの言)高校卒業後，某大学に入学，フランス文学を専攻し，優秀な成績で卒業。(論文は


















































ってくる。一方自己lζ対する反省は少く ， 大学を出た1寺陶器をつくりたいと思ったが， tきに反対さ
れた乙となどをいきどおりをとめて話している。家庭については.iP家は人間関係が複雑でいやで
ある」といい. i若い女の子が多いからポJレテージが日く ，すぐ1ζみんな輿恋するJという。乙の頃






































































かえ って母親とAのI~Iを妨げているようである。 ワーカ ーは布liと面接の必要を感じるのであるが， 姉











































( 8 ) 

































うに思われ， 一方問題の111秘する P家ではBの養育はあまり注.~されていなかった。しかし40年 3 月


































( 10 ) 
祭則:ある問題家庭のケースワーク -141-






































































( 12 ) 
祭旧:ある問題家磁のケースワーク -143ー
にくかったのかわからん。 Jと最後の面後ではのべている。






















1.昭初39主H 月(開始時) I .昭和40年3J1
第2図 1. .. 1.ソシオグラム























年月|母親 |次 姉IA I B I :汁
39. 6 2 2 3 7 
7 2 2 4 8 
8 1 1 5 7 
9 1 1 1 3 
10 1 1 3 5 
11 1 1 4 6 
12 2 2 3 7 
40. 1 1 1 3 5 
2 1 1 3 5 
3 1 2 2 3 8 
4 1 1 2 5 9 
5 1 1 1 4 7 
6 1 2 4 7 
7 1 1 1 4 7 
8 2 1 2 5 






( 14 ) 
